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A View of Christian Life in this World; Little Introduction 
to Pope Francis’ Encyclical Letter “Lumen Fidei”
Nakamaro ABE
　　New…Pope…Francis…promulgated…the…encyclical… letter… "The…Light…of…
Faith".… The… first… chapter… of… the… encyclical… letter… emphasizes… the…
"relationship… full…of…compassion."…Pope…meditate… "Love…as…a…recognition,…
supported…by…relationships"… in… the…second…chapter.…The… third…chapter…
shows…the…possibility…of… "mutual… transfer… to…achieve…a…relationship…that…
goes…beyond… the…way…of… life…and…generation".…Encourage… the… "concrete…
implementation…of… the… richness…of…human…social… relationships"… in… the…






















































































　ベネディクト 16 世は 2013 年 2 月 28 日に，高齢ゆえの職責遂行の困難
をかかえて教皇の位を退いた．その後，コンクラーベを経て 2013 年 3 月


































































































































































































































































… 1）… 参考になる教皇フランシスコによる説教を以下に引用しておこう（2013 年 5 月 22
日に，教皇がバチカンで働く人とともに捧げた聖マルタの家でのミサの際の説教）．

























… 3）… Pope…Francis,…Lumen Fidei: The Light of Faith,…The…Word…Amang…Us…Press,…
Maryland,…2013.…教皇フランシスコ回勅『信仰の光』カトリック中央協議会，2014 年．
この新回勅の第 7 項で，教皇フランシスコは前教皇ベネディクト 16 世の執筆した
原稿を引き継いで僅かな加筆をして完成させた旨を述べており，二人の教皇たちの
二人三脚で本書が成立したことがうかがえる．
… 4）…「信仰」そのものの定義に関しては回勅『信仰の光』の第 6 項で「第二バチカン公
会議が信仰について扱ったこと」を強調しているが，そこの文章に付された註 6 で
は信仰の意義を力説する教皇パウロ 6 世の「謁見の挨拶」が引用されており，まさ
に第二バチカン公会議の責任当事者が信仰の意味を問うていたことが明確である．
事実，パウロ 6 世が史上最初の「信仰年」開催者である．なお，第二バチカン公会
議以降の信仰理解の深まりを主題にしたインタヴュー集としてヨゼフ・ラッツィン
ガー枢機卿（吉向キエ訳）『信仰について』（ドン・ボスコ社，1993 年）が重要で
ある．
… 5）… なお，「キリスト者の生き方」に関しては『カトリック教会のカテキズム』（カトリ
ック中央協議会，2002 年）の第三部「キリストと一致して生きる」（キリスト者の
生き方に触れたキリスト教的倫理に関する内容となっている）に詳しい解説が載っ
ている．回勅『信仰の光』は『カトリック教会のカテキズム』の内容を大切に受け
継いで洗練させようと志している．
… 6）…『教会憲章』8 項の以下の文章を参照のこと．――「……中略……地上の教会が設
立されたのは，栄光を求めるためではなく，謙虚と自己放棄を自らの模範によって
広めるためである．キリストが父から派遣されたのは『貧しい人に福音を告げ知ら
せ……心打ち砕かれた人々をいやすため』（ルカ 4・18），『失われたものを捜して
救う』（ルカ 19・10）ためである．同様に，教会も，人間的弱さに苦しむすべての
人を愛をもって包み，さらに貧しい人や苦しむ人のうちに，貧しく苦しんだその創
立者の姿を認め，彼らの窮乏を和らげるように努め，彼らにおいてキリストに仕え
ようと心掛ける」．

